
０８
年
度
初
め
の
法
人
認
証
を

め
ざ
し
、 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
総
会
を 

１１
月
１８
日
（
日
）
２
時 

か
ら
開
催
し
ま
す
！ 

Ｊ
Ｒ
西
国
分
寺
駅
南
側
へ
２
分 

い
ず
み
ホ
ー
ル
に
ぜ
ひ
参
集
を 

 

こ
れ
ま
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
共
同
保
存
図

書
館
・
多
摩
は
任
意
団
体
で
し
た
。

い
よ
い
よ
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
」
の
認
証

取
得
に
向
け
た
手
続
き
に
入
っ
て

い
き
ま
す
。 

 

設
立
総
会
と
は
い
わ
ば
発
起
人

集
会
の
よ
う
な
性
格
で
、
新
法
人

の
役
員
・
正
会
員
（
法
上
の
社
員
）

が
設
立
意
思
を
確
認
し
東
京
都
へ

申
請
す
る
要
件
を
決
定
し
ま
す
。 

法
人
と
し
て
活
動
開
始
で
き
る

の
は
、
都
か
ら
法
人
認
証
の
決
定

が
下
り
、
法
務
局
で
登
記
が
終
了

す
る
来
年
４
月
以
降
と
な
る
で
し

ょ
う
。
そ
れ
ま
で
は
任
意
団
体
と

し
て
の
活
動
を
継
続
し
ま
す
。 

 

設
立
総
会
に
は
参
加
で
き
な
い

会
員
や
賛
同
者
の
み
な
さ
ん
に
は

法
人
化
後
に
改
め
て
「
正
会
員
」

「賛
助
会
員
」等
の
参
加
の
ご
意
志

を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
も
、
法

人
化
後
に
開
く
予
定
の
定
期
総
会

で
さ
ら
に
議
論
し
て
い
き
ま
す
。 

  

今
後
の
動
き
に
注
目
下
さ
い
。 

                        

                        

多
摩
デ
ポ
通
信 

第 

４ 

号 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
共
同
保
存
図
書
館
・多
摩 

 

調
布
市
深
大
寺
北
町
一
―
三
一
―
一
八 

２
０
０
７
年
１０
月
５
日
発
行 

 
 
 

●depo_tama@yahoo.co.jp  

●
郵
便
振
替00170-8

‐610534 
 

●
Ｈ
Ｐ
／http://www.geocities.jp/depo_tam

a/index.htm
l 

 

2002年 10月  多摩地域の図書館をむすび育てる会（略称：多摩むすび）発足 
2003 年 9 月   『東京にデポジット・ライブラリーを作ろう！－多摩発・共同保存図書館基本

構想－』／発表  同 12 月出版（ポット出版） 
2003 年 9 月  多摩むすび事務局 デポ組織係ＮＰＯ設立準備開始 
2005年 12月  多摩デポ理事予定者・事務局打合せ会。以後1 月から毎月１回理事会開催  
（2006年 2月 東京都市町村立図書館長協議会除籍資料再活用プロジェクト報告／発表 

『多摩地域「共同利用図書館」の設置に向けて：ＮＰＯによる共同出資事業化の提案』） 
2006 年 5 月  理事会で「ＮＰＯ共同保存図書館・多摩」の名称でまず任意団体として発足決定 
2006 年 8 月  「呼びかけ人２６人」決定 
2006年 12月  会員１００人突破 
2007年 2月  理事会で法人化をめざし準備会発足を決定 
2007 年 7 月  ＮＰＯ法人の所轄庁である東京都で法人設立の事前相談 
【以下予定】 

2007年 11 月 「ＮＰＯ法人共同保存図書館・多摩」設立総会で設立意思を決定 
 東京都に申請書類を提出して設立申請→都による審査・縦覧・公告（公報掲載） 

2008年 3月頃（申請受理から４ヶ月以内・縦覧期間後２ヶ月以内）法人認証決定 
       （法人認証決定後２週間以内）法務局にて法人設立登記 
   ⇒ 都に設立登記完了届出書を提出し、以後ＮＰＯ法人としての活動を開始  

法人化までの流れ 



 

関
東
地
区
公
共
図
書
館
協
議

会
市
区
町
村
立
図
書
館
運
営

研
究
会
」 

保
存
を
テ
ー
マ
に
開
催 

参
加
要
請
・
理
事
長
出
席
へ 

 

私
た
ち
に
は
大
変
興
味
深
い
切

り
口
で
、
ま
も
な
く
「
関
東
地
区

公
共
図
書
館
協
議
会
」
の
研
究
会

が
行
わ
れ
ま
す
。
「
多
摩
デ
ポ
」

に
も
参
加
要
請
が
あ
り
、
座
間
理

事
長
が
事
例
発
表
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
参
加
し
て
き
ま
す
。 

参
加
締
め
切
り
は
す
で
に
過
ぎ
、

ま
た
行
政
・
職
員
向
け
の
会
合
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
う
い
う
企
画

を
考
え
、
採
用
す
る
目
が
あ
る
こ

と
も
注
目
す
べ
き
こ
と
。
次
号
に

は
理
事
長
に
、
そ
の
辺
の
こ
と
を

含
め
書
い
て
も
ら
う
予
定
で
す
。 

●
日
時 

１０
月
１８
日
・
１９
日 

●
会
場 

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

（
山
梨
県
甲
府
市
） 

●
研
究
テ
ー
マ 

 
 
 
 

図
書
館
は
記
憶
す
る 

―
未
来
へ
の
資
料
共
有
に
向
け
て 

 

 

●
内
容 

 
 

※
基
調
講
演 

 

資
料
保
存
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な

の
か 

（
郡
山
女
子
大
学
短
大 

 
 
 
 

教
授 

二
宮
嘉
須
彦
） 

※
事
例
発
表 

 

多
摩
の
共
同
保
存
図
書
館
構
想

（
多
摩
デ
ポ 

座
間
直
壮
） 

神
奈
川
県
立
川
崎
図
書
館
に
お
け

る
科
学
技
術
系
外
国
雑
誌
デ
ポ
ジ

ッ
ト
・ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（神
奈
川
県 

 
 

 

立
川
崎
図
書
館
科
学
技
術

文
献
課
長 

 

齋
藤
久
実
子
） 

 

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

― 

地
域
の
図
書
館
は
何
を
伝
え

て
い
く
か 

― 

座
間
直
壮 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

齋
藤
久
実
子 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

福
岡
哲
司
（元
山
梨
県
立
図
書
館

長
、
県
立
塩
山
高
等
学
校
長
） 

保
科
貴
子
（身
延
町
立
図
書
館
） 

助
言 

 

二
宮
嘉
須
彦 

司
会 

 

小
野
博
章
（富
士
吉
田 

市
立
図
書
館
長
） 

 

全
国
図
書
館
大
会 

資
料
保
存
の
分
科
会
に
召
集 

 

１０
月
３０
日
（
火
）
に
代
々
木
の

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年

総
合
セ
ン
タ
ー
で
「
地
域
で
資
料

を
ど
う
残
す
か
」
と
題
し
た
資
料

保
存
の
分
科
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

事
例
報
告
を
依
頼
さ
れ
、
田
中
ヒ

ロ
理
事
が
発
表
し
ま
す
。 

０３
年
静
岡
市
の
大
会
で
、
当
時

の
「
多
摩
む
す
び
」
の
取
り
組
み

を
事
務
局
員
の
吉
田
光
美
が
報
告

し
て
お
り
、
今
回
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
動

き
始
め
て
か
ら
を
伝
え
る
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。 

今
年
の
大
会
は
２２
と
い
う
多

く
の
分
科
会
が
特
徴
。
会
場
が
一

箇
所
な
こ
と
か
ら
、「
多
摩
デ
ポ
」

会
員
が
建
物
の
あ
ち
こ
ち
で
行
き

か
う
で
し
ょ
う
。
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
会
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

１３
分
科
会
を
お
忘
れ
な
く
！ 

 
 市

町
村
の
除
籍
を 

再
度
明
ら
か
に
し 

実
効
性
の
あ
る 

計
画
書
作
り
を
！ 

―
―
動
き
出
す
市
長
会
助
成
調
査 

 
 
 

Ⅰ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
後
の 

館
長
協
議
会
の
動
き 

 

 

06
年
２
月
、
市
町
村
立
図
書
館

長
協
議
会
の
下
部
組
織
「
除
籍
資

料
再
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
『
多

摩
地
域
「
共
同
利
用
図
書
館
」
の

設
置
に
向
け
て 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る

共
同
出
資
事
業
化
の
提
案
』
を
館

長
協
議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。
06

年
10
月
に
は
、
館
長
レ
ベ
ル
の
協

議
で
よ
り
実
効
性
あ
る
計
画
を
肉

付
け
し
て
い
く
事
を
課
題
に
、「
共

同
利
用
図
書
館
検
討
委
員
会
」（
座



 

長
：
木
村
稔
東
村
山
市
立
中
央
図

書
館
長
、
そ
の
他
、
羽
村
市
、
稲

城
市
、東
大
和
市
、武
蔵
村
山
市
、

武
蔵
野
市
、
小
金
井
市
、
西
東
京

市
の
館
長
８
名
で
構
成
）が
発
足
。 

 

こ
の
検
討
委
員
会
は
毎
月
開
催

さ
れ
、
報
告
書
を
ど
う
具
体
化
す

る
か
、
自
治
体
の
教
育
委
員
会
や

企
画
・
財
政
当
局
へ
の
財
源
手
当

て
な
ど
の
議
論
を
中
心
に
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
仕
分
け
し

た
都
立
図
書
館
除
籍
資
料
５
万
冊

の
あ
と
処
理
を
解
決
す
る
た
め
委

員
会
内
に
作
業
部
会
（
部
長
：
中

川
）
を
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
作
業

部
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
前
号
で

触
れ
ま
し
た
。 

検
討
委
員
会
で
は
、
い
ざ
動
き

出
せ
ば
共
同
利
用
図
書
館
を
構
成

す
る
全
自
治
体
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
報
告
へ
の
積
極
的
な
発
言
や
議

論
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
市
長
会
助
成
で
大
掛
か

り
な
調
査
を
行
え
る
こ
と
に
な
っ

た
の
は
画
期
的
で
す
。
改
め
て
市

町
村
の
実
態
や
本
音
が
わ
か
る
詳

し
い
調
査
が
行
わ
れ
る
模
様
で
あ

り
、
こ
れ
を
す
る
こ
と
で
共
同
利

用
図
書
館
の
具
体
的
な
方
向
性
が

決
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
報

告
書
は
今
後
の
事
業
計
画
も
示
し

た
も
の
に
な
る
予
定
で
す
。 

 
 
 

Ⅱ 

市
町
村
調
査
は
10
月
の
実
施 

 
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業
者
は
、

多
摩
地
域
初
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
な

っ
た
稲
城
市
立
中
央
図
書
館
の
プ

ラ
ン
作
成
に
当
た
っ
た
（
株
）
八

千
代
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
決
定
。

作
業
部
会
と
は
８
月
11
日
に
顔

合
わ
せ
、
21
日
、
９
月
20
日
と

協
議
を
行
い
ま
し
た
。
来
年
３
月

に
は
報
告
書
を
完
成
、
と
い
う
大

変
あ
わ
た
だ
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
す
。
目
下
、
検
討
中
で
す
が
以

下
の
よ
う
な
内
容
の
調
査
が
中
旬

に
は
全
市
町
村
へ
行
く
予
定
で
す
。 

 

①
図
書
資
料
の
除
籍
ル
ー
ル
に

つ
い
て
…
除
籍
基
準
の
有
無
、
最

後
の
１
冊
の
確
認
レ
ベ
ル 

②
除
籍
の
現
状
に
つ
い
て
…
除

籍
理
由 

③
除
籍
資
料
の
処
分
に
つ
い
て

…
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
施
方
法 

④
書
庫
の
現
状
つ
い
て
…
書
庫

収
容
能
力
と
収
容
率
、
保
存
専
用

施
設
の
状
況 

⑤
図
書
資
料
の
保
存
に
向
け
て

の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

⑥
今
後
の
図
書
館
の
新
設
又
は

建
替
・
増
築
計
画
に
つ
い
て 

⑦
デ
ー
タ
管
理
に
つ
い
て
…
図

書
資
料
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
種
類 

⑧
共
同
利
用
図
書
館
の
設
置
に

向
け
て
…
共
同
利
用
図
書
館
に
望

む
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て  

 
設
問
の
多
く
は
、
02
年
11
月

の
館
長
協
議
会
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

研
究
会
に
よ
る
『
東
京
都
市
町
村

立
図
書
館
の
除
籍
に
関
す
る
調
査

報
告
書
』（
02
年
３
月
デ
ー
タ
）

と
重
複
し
ま
す
が
、
デ
ー
タ
を
更

新
す
る
ね
ら
い
に
加
え
、
報
告
書

の
裏
付
け
や
具
体
的
な
提
案
を
模

索
す
る
の
に
必
要
な
項
目
を
設
定

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

調
査
の
集
約
後
に
分
析
が
行
わ

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
最
終
的
な

成
案
を
得
る
ま
で
に
は
、
い
く
つ

か
の
自
治
体
へ
の
聞
き
込
み
調
査

や
関
係
企
業
、
団
体
等
へ
の
事
情

聴
取
（
多
摩
デ
ポ
も
含
む
）
も
考

慮
に
入
れ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。 

 

結
局
の
と
こ
ろ
、
デ
ー
タ
と
に

ら
め
っ
こ
す
る
よ
り
、
多
く
の
関

係
者
か
ら
話
を
聞
き
意
見
を
交
換

す
る
こ
と
で
、
か
な
り
の
枠
組
み

が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

推
量
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は
各
図

書
館
が
ば
ら
ば
ら
に
行
っ
て
い
る

現
在
の
除
籍
の
統
一
ル
ー
ル
化
や
、

５
万
冊
処
理
の
最
終
確
認
な
ど
も

盛
り
込
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。 

 

（
文
責
・
中
川
恭
一
） 



 

特定非営利活動法人共同保存図書館・多摩設立趣旨書(案)     

 

 

  

  

 
わたしたちは、必要な本や雑誌などの資料や情報を効率的に公平に入手できる場とし   

て、日常的に公立図書館を利用してきました。わたしたちの住む東京の多摩地域では、   

1960 年代末から次々に整備された市町村立図書館が積極的な資料提供を行っています。  

また東京都立図書館も幅広い資料の協力貸出を行い、市町村立図書館を支えてきました。 

図書館の行う資料の収集・整理、データの整備、利用のための保存は、わたしたちの情 

報・知識・知恵の貴重なよりどころとなっています。 

しかしこの間、情報化・多様化する社会を反映し、出版点数はとどまるところを知ら 

ぬように増えつづけています。小規模な市町村の図書館は増加する資料の量に見合うだ

けの書庫を確保しきれなくなり、資料の一部を除籍せざるを得なくなっています。その

うえ、市町村立図書館を支援する役割の東京都立図書館も、2001年以降は、それまでの

方針を転換して、同じ本は１冊を残して除籍とし、なおその１冊さえも永久保存を保証

してはいません。さまざまの理由で協力貸出されない資料も多くなっています。 

このような状況の中で、わたしたちは、過去のあらゆる分野の資料が利用できるよう 

に、より効率的に資料を保存する新たなシステムについて、実現の方向をさぐり、調査   

研究を続けてきました。その結果、わたしたちが求める資料・情報を確実に手に入れる

ためには、自治体の枠を越えた広域的・公共的な共同の保存図書館が必要であり、わた

したち自身がその活動の先鞭をつけざるを得ないとの結論にいたりました。そして、2006

年 5月に任意団体「NPO共同保存図書館・多摩」を設立し、共同保存図書館の意義を多く

のかたがたに訴えてきました。 

わたしたちは、市町村立図書館が除籍する資料、個人・団体などが手放す資料を収集・ 

整理、保存、再活用し、公立図書館などを通じて、それらの資料を広くひとびとに提供

します。また、その活動をひろめるために、情報・読書・出版・図書館に関する講座・

講演会を行います。活動を深めるために、図書館に関する調査研究を行います。これら

の非営利活動を通して、わたしたちは知る自由の保障に寄与します。 

資料を活用しつづけながら後世に引き継いでいくこの事業は、住民と図書館の専門的

知識をもった者が互いの力をもちより、行政や企業とも協働をはかっていかなくてはな

りません。また、書庫等の拠点の確保など企業との契約や、図書館などの公共団体から

の受託の主体となれる社会的信用が必要です。このために、法人格のある事業体を持ち、

自ら情報公開をして、その信用を得ていきたいと思います。そこでわたしたちは、ここ

に「特定非営利活動法人共同保存図書館・多摩」を設立することといたします。 

 

    年       月      日 

 

代表者氏名    住所又は居所        

 

  氏名            印 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            
★会費納入と寄付のお願い★   会費更新の時期の方と、寄付扱いで以前に戴いた方には 

            振込用紙を同封しました。またよろしくお願いいたします。 


